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攀◎ ⑮霰 ●″` JAとうかつ中央
4[tqr.l +)\>R<tL www.ja-toukatsuchuou.or.jp

みなさんとJAと うかつ中央を

※表紙登場者の紹介記事は16ペ ージです。
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出資金

貯 金

貸出金

融たちのJA
5月 主要事業実績等のご報告

16億 33百万円

……  ・ 3,607億 4百万円

……… … 1,453億21百万円

販 売 品取 扱 高     2億 67百万円

購 買 品供 給 高 ………  1億41百万円

長期共済保有高 … ・ 6,356億80百万円

第 2号議案

第 3号議案

第 4号議案

第 5号議案

第 6号議案

理事会だより

*令和 3年 5月 28日 に本店 3階役員会議

室で開催致しました。

協議事項

第 1号議案 令和 2年度決算関係書類 に

ついて

部門別損益計算書について

令和 3年度事業計画設定に

ついて

旧古 ヶ崎支店売却について

大 口貸出について

不良債権処理 (回収)方針

について

役員賠償責任保険について第 7号議案

報告事項

(1)監事監査意見書について

(2)会計監査人の再任について

(3)大口信用供与等先の経営状況につ

いて

(4)内部監査の品質に関する内部評

価 について

(5)不祥事未然防止策について

(6)4月期の事業実績等について

経営管理委員会だより

*令和 3年 5月 28日 に本店 4階会議室で

開催致しました。

協議事項

第 1号議案 令和 2年度 決 算 関係書類 に

つ いて

部 門別 損益計 算書 につ いて

JAと うかつ 中央 「1不 断 の

自己改 革」‖又組宣 言 (案 )に
つ いて

総代 会 につ いて

旧古 ヶ崎 支店 売 却 につ いて

子会 社へ の役 員派遣 につ い

て

JA直 営直売所 の設置 計画

につ いて

組織 助成 金 の支給 につ いて

第 2号議案

第 3号議案

第 4号議案

第 5号議案

第 6号議案

第 7号議案

第 8号議案

報告事項

(1)大 口貸出について

(2)不良債権処理 (回収 )方針 について

(3)利益相反取引の内容報告 について

(4)監事監査意見書 について

(5)会計監査人の再任 について

(6)令和 2年度中期経営計画取組結果

及び令和 3年度上半期 中期経営計

画 について

(7)4月 期の事業実績等 について

知つておきたい税情報

新店舗「常盤平支店」開店

特集「夏の里山昆虫図鑑」

クローズアップ“のうぎょう"

あぐり情報「水稲情報」
～稲刈り・乾燥までの管理～ 10

わが家のアイドリし
ストップ!「農作業事故」

かがやき

JAニ ュース 12

インフォメーション

16
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※『知っておきたい税情報』についてのお問い合わせは資産管理部(相談課)ま で 丁EL:047(361)2206

知つておきたい税情報 ～資産を守るために～

贈与税が変わる1相続税対策も変わる !

～ 相続税と贈与税の一体課税が議論中 ～

JAと うかつ中央 顧問税理士

昨年末の税制改正大綱の中で「諸外国の制度を参考にしつつ、相続税 と贈与税をよ

リー体的に捉えて課税する観点から、現行の相続時精算課税制度 と暦年課税制度のあ

り方を見直すなど、格差の固定化の防 IL等 に留意 しつつ、資産移転の時期の選択に中

立的な税制の構築に向けて、本格的な検討を進めるЭ」と謳われました。これを受け、

“家庭の経済事情による学力への影響 "“親の所得 と子の大学進学率"な どのデータも踏

まえ、現在議論が進行中であり、近い将来相続税 と贈与税の基本的な仕組みが変わる

ことが予想されます。

財務省によれば、贈与税の申告者は、その後複数年にわたって連続 して贈与を行っ

ているケースが多 く見受けられ、受贈者の年齢層が低いほど連年贈与の割合́が高 くな

っています。この背景には親世代の相続税対策を意図したものであることが容易に想

像されます。

相続財産が比較的少ない層にとっては、相続税の税率に比べ贈与税の税率の方が高

いため、分割 して生前贈与をしても高い贈与税率が適用されることから、生前贈与を

行 うこと自体が抑制されています。国が期待する、高齢世代が保有する資産のより早

いタイミングでの若年世代への移転による経済の活性化には繋が りにくいようです。

一方、高額な相続財産を有する層にとっては、相続税の税率を下回る水準まで財産を

分割 して生前贈与することで、員曽与税の110万 円非課税枠を活用 し、相続税の累進負担

を回避 しながら、多額の財産を移転することが可能 となっています。

諸外国では、一定期間の贈与や相続を累積 して課税すること等により、資産の移転

のタイミング等にかかわらず、税負担が一定 となり、同時に意図的な税負担の回避も

防止されるような工夫が請じられています。米・独 。仏の主要国では、贈与税及び相

続税の税率表が共通で、税負担の中立性が確保される制度 となっています.例 えば、

米国では一生涯の累積贈与額 と相続財産に対 して一体的に課税することとされていま

す。この点、我が国の現行制度では、特に生前贈与について資産移転の時期及び財産

額を選択 して実行することで財産移転に対する税負担が異なり、長期間でみれば明ら

かな税の減効果が発生します。資産移転の時期の選択に中立的な税制の構築に向けて、

今まさに本格的な検討が進められます。具体的にどのような制度への見直しが行われ

るにせよ、現行制度からの改正は相続税対策の練 り直 しに直結 しますので、今後の動

向にご注意下さい。
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▲新たな地で営業が始まった「常盤平支店」

更
な
る
組
合
員
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
ヘ

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
１９
日
、
常
盤
平
・

稔
台
両
支
店
の
統
合
新
店
舗
と
な

る

「常
盤
平
支
店
」
新
店
舗
落
成

披
露
式
典
を
開
き
ま
し
た
。

組
合
員
、
建
築
施
工
会
社
、
全

農
千
葉
県
本
部
運
営
委
員
会
林
茂

壽
会
長
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
千
葉
関

係
者
、
当
Ｊ
Ａ
秋
元
篤
司
経
営
管

理
委
員
会
会
長
、
小
倉
忠
勝
代
表

理
事
理
事
長
な
ど
お
よ
そ
６０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
秋
元
会
長
が

「多

く
の
方
々
か
ら
、
こ
の
新
店
舗
の

落
成
に
対
し
て
、
心
温
ま
る
お
祝

地
域
組
合
員
の
活
動
の
拠
点
、
農

産
物
出
荷
の
基
地
、
地
元
住
民
と

の
交
流
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
関
係

者

へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

全
農
千
葉
県
本
部
運
営
委
員
会

林
会
長
は
、
「Ｊ
Ａ
と
う
か
つ
中
央

は
、
自
己
改
革
の
柱
と
し
て
、
都

市
農
業
振
興
５
か
年
計
画
の
実
現

を
目
指
し
、
組
合
員

。
生
産
者
の

い
っ
そ
う
の
農
業
所
得
の
向
上
を

図
る
た
め
、
都
市
農
業
の
特
長
を

活
か
し
た
事
業
の
執
行
に
努
め
、

販
路
の
拡
大
、
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド

化
、
労
働
力
支
援
に
よ
る
生
産
基

盤
の
拡
充
を
進
め
て
い
る
ｃ
２
支

店
の
統
合
に
よ
り
、
事
業
基
盤
強

化
が
図
ら
れ
、
地
区
内
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
確
信

す
る
」
と
来
賓
を
代
表
し
て
祝
福

の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

祝
電
披
露
後
、
常
盤
平
支
店
の

建
設
作
業
に
携
わ
ら
れ
た
、
五
洋

建
設
株
式
会
社
馬
場
浩
人
執
行
役

員
東
京
建
築
支
店
長

へ
、
秋
元
会

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
式
典
後
、
出
席
者
は
新
支
店

内
を
内
覧
し
、
利
便
性
を
確
認
し

ま
し
た
。

常
盤
平
支
店
の
住
所
は
、
松
戸

市
金
ケ
作
９６
１
１
。
敷
地
面
積
は
、

２
８
４
５

・
２
６
面
、
事
務
所
棟

は
鉄
骨
造
２
階
建
。
建
築
面
積
、

４
１
７

・
１
２
２ｍ
、
延
床
面
積
は
、

８
１
２

・
９
２
。ｍ
。
資
材
倉
庫
は

鉄
骨
造
、
平
屋
建
、
延
床
面
積
７５

２ｍ
。

|  ト
ム が

層 あ
の る
上 °

の 下
色 総
の 台
イ 地
メ の
1関
ジ 東
だ ロ

心 い

か の
う 言
感 葉
謝 を
を い
申 た
し だ
上 き
げ

｀

る 本°
当

支 に

中
央
に
コ

|

ヒ

|

色
の

ア
ク
セ

ン

左
=,くヽ

の

建
物
に
仕
上
が
つ

た

建
物

店
は

緑
の

中
の
シ

ツ

ク
な
ヨコ
ク)

囲▲挨拶する秋元会長

▲ご祝辞 を頂戴 した

全農千葉県本部運営委員会

林会長▲式典に参加 した地元組合員

▲五洋建設 (株 )様 ヘ

感謝状を贈呈いたしました

)vi'' ) z>' 9 - lv4nq7tr https//www.rene-v.com/

【全体運】慌てずじつくり時間をかけて。ス回―スタートを心掛けると良い流れをつくれます。おしゃれをして運気もアップ|

【健康運】少しハードな運動を。体が活性化
【幸運を呼ぶ食べ物】露地トマト

`]`1國

目贋□餃晰~牡
羊座 3121～4/19
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▲テープカットする関係者

▲資材倉庫も隣接

▲落ち着いた雰囲気の待合スペース ▲ATMは 2台設置

▲「野菜のプレゼント」配布コーナー ▲店内に飾られるお祝いの花々

今月のあなたの運勢  モナ0カサンドラ 自じ各言明|[露薙段i‰・
a:鶴セ1雷

戸型叙琢●m)台慮量言甥:崖艦褪霧j｀攀°

【全体運】用事は後回しにせず処理するのがトラブル防止の秘訣 (ひけつ)。 テレビやネットでは役立つ情報を入手できそう

【健康運】関節を柔らかく保つストレッチを取り入れて
【幸運を呼ぶ食べ物】ツルムラサキ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

感
謝
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
２４
日
、
常
盤
平

支
店
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
き
ま
し
た
。

経
営
管
理
委
員
、
全
農
千
葉
県

本
部
な
ど
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
千
葉
関

係
者
、
同
Ｊ
Ａ
小
倉
理
事
長
ら
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

小
倉
理
事
長
は
、
「
こ
の
支
店
は

駅
か
ら
も
近
く
、
駐
車
場
も
広
く

と
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
組
合

員
の
皆
様
の
協
同
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
っ

て
欲
し
い
。
地
域
の
皆
様
に
も
親

し
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
、　
一
つ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、

こ
の
支
店
が
活
用
さ
れ
れ
ば
何
よ

り
だ
。
い
ろ
ん
な
地
産
地
消
の
イ

ベ
ン
ト
も
行
い
た
い
。
こ
の
支
店

を
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
、
発
展

さ
せ
て
欲
し
い
」
と
言
葉
に
力
を

込
め
ま
し
た
。

祝
福
の
花
々
が
飾
ら
れ
る
店
舗

入
日
前
に
、
経
営
管
理
委
員
の
及

川
利
行
委
員
、
湯
浅
達
夫
委
員
、

湯
浅
房
幸
委
員
、
全
農
千
葉
県
本

部
生
活
部
小
高
博
部
長
、
小
倉
理

事
長
、
石
浜
博
幸
支
店
長
ら
関
係

者
が
整
列
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
挙
行
し
ま
し
た
。

開
店
後
、
早
速
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
窓
口

を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
先
着
２
０
０
人

に
、
地
元
の
ダ
イ
コ
ン
・
ネ
ギ

・

カ
ブ

。
キ
ャ
ベ
ツ
の
袋
詰
め
や
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

シヽ
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回

ヽ

そ

夏

の
里
山
日

鰈
靡
躙
塚

〕懸
爾

卜
Ｌ
と
晨
菫
鼈
は
い
爾
辣

里
山
は
田
畑
や
小
川
、
雑
木
林
、
農
耕
馬

の
た
め
の
草
原
な
ど
、
日
本
人
が
昔
か
ら
生

活
す
る
た
め
に
必
要
な
環
境
と
し
て
維
持
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
農
業
と
関
わ
り
が
深
く
、

適
度
に
人
の
手
が
入
っ
た
環
境
の
中
に
、
都

合
良
く
昆
虫
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物

が
す
み
着
き
、
繁
殖
し
な
が
ら
人
と
共
生
し

て
い
ま
す
。
同
じ
昆
虫
で
も
幼
虫
期
は
田
ん

夏
は
里
山
の
昆
虫
た
ち
が
盛
ん
に
活
動
す
る
季
節
。
自
由
研
究
の
題
材
に
昆
虫
採
集
・観
察
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

昆
虫
を
発
見
す
る
体
験
を
通
し
て
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
自
然
環
境
に
も
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ば
の
水
の
中
で
暮
ら
し
、
成
長
す
る
と
雑
木

林
や
草
地
に
す
む
と
い
う
よ
う
に
、
居
場
所

を
変
え
な
が
ら
生
き
続
け
る
昆
虫
も
い
ま

す
。
里
山
が
多
様
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
多

く
の
生
き
物
が
暮
ら
せ
る
豊
か
な
環
境
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

咸
震ヽ
時
の
装
儘
鐘
つ
い
て

屋
外
で
は
、
虫
刺
さ
れ
、
植
物
に
よ
る
か

ぶ
れ
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
よ
う
。
ハ

チ
、
毒
の
あ
る
毛
虫
、
毒
蛇
、
場
合
に
よ
っ

て
は
ク
マ
な
ど
、
危
険
な
生
き
物
た
ち
か
ら

身
を
守
る
服
装
や
準
備
も
大
切
で
す
。

ヽ
ヽ
１
，，，１
，，，１
１
ヽ

Ｆ

ｌ

ｌ

一
里
曲
を
歩
く

・^・電
鶴

１

‐
′

ヒ

は
■

一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一・・一一■

/
と
き
は
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
を
履

き
、帽
子
も
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
な

ど
に
入
れ
て
両
手
を
空
け
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
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摯
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¨
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森

イ
ラ
ス
ト

¨
ゆ
き
た
け
し

ヽ
`

淋

昆
虫
採
集
を
す
る
上
で
必
要
な
の
が
、
虫

捕
り
網
と
虫
籠
。
観
察
す
る
に
は
虫
眼
鏡
も

あ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
小
型
の
昆
虫
図
鑑

も
あ
る
と
便
利
で
す
が
、
〈フ
は
電
波
が
届
く

場
所
な
ら
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
の
図
鑑
機
能
を

使
う
の
も
お
勧
め
で
す
。
ス
マ
ホ
は
動
画
を

撮

っ
た
り
、
記
録
を
残
し
た
り
す
る
ツ
ー
ル

と
し
て
も
優
秀
な
の
で
、
持
っ
て
い
る
と
重

宝
す
る
で
し
ょ
う
。

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
を
採
集
す

る
た
め
に
、
夜
間
や
早
朝
か
ら
出
掛
け
る
場

合
は
懐
中
電
灯
も
必
要
で
す
。

マ
ナ
ー
を
寺
っ
で

公
共
の
場
所
や
施
設
な
ど
以
外
の
場
所
、

土
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
主
が
い
ま
す
。
私

有
地
に
は
勝
手
に
入
ら
ず
、
近
く
で
農
作
業

を
し
て
い
る
な
ど
人
を
見
掛
け
た
ら
、　
一
声

掛
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
枝
を
折

っ
た

り
、
植
物
を
持
ち
帰
っ
た
り
な
ど
、
地
元
の

人
た
ち
が
嫌
が
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
こ

と
。
常
識
あ
る
行
動
と
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
楽

し
く
昆
虫
採
集

。
観
察
を
し
ま
し
よ
う
。
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ルリボシカミキリ
鶴分類 :コウチュウロカミキリ

ムシ科

艤大きさ :雄 、雌共に16～

30mm
畿分蕎 :北海道～九州

自然環境が良好な里山や山地にいるカミキリムシです。枯れて間も

ない木に卵を産むために集まり、広葉樹の立ち枯れや木材を保管して

いる貯木場で見つかります。鮮やかな水色には「はっ」とした驚きと、宝

物を見つけた気分になれる昆虫です。

カブトムシ
。分鷲::コ ウチュウロコガ

ネムシ科

。大きさ :雄、雌共に32～

53mm(角を除く)

。分布 :日本全土

甲虫の中で最も大型なのがカブトムシです。雄同

士は角を使つて闘うことで知られ、体が大きく、より角が

長い雄が有利です。雌には角がありません。成虫は6～ 8月 、里山の

クヌギやコナラ、クリ、ヤナギなどに集まり、樹液を吸つています。夜

行性なので夜か早朝に見つけやすいです。

【全体運】しヽつもより
~楽

しむ_時間を1憂 先させて_ゆ ったり楽しい時間を過こせ|ま良い考えが浮かびそう。賞い物にッキ
【健康運】友人と一緒|こ できるスボーツにツキ
【幸運を呼ぶ食べ物】ジュンサイ

双子座 5/21～ 6/21

難一蝙
一一繭一一一艤
一饉一一一鐵一一一一一蝙
一一一一瞼一一蟷

繹辣薇

議
艤
饉畿
艤爾饉
藤警
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科

警:ヽささ:雄90～103mm、 雌

98～ 114mm
饉1)=:北海道～九州

日本のトンボで最も大型です。幼虫は小川で育ち、6月

下旬～7月 上旬にかけて羽化します。成虫は飛びなが

ら昆虫を捕まえて食べます。8月 になると雌は産卵に小川

にやつて来ます。その1`饉を求めて雄が小川の上を行つたり来たりしま

す。このときが一番捕まえやすく、網で待ち構えます。

オオムラサキ
餞:|)=.チョウロタテハチョウ科

饉■1‐ ●ヽ 雄約100mm、 1`准約

120mm(羽を広げた状態)

構●・・ 北海道～九州。ただし、

都市化が進み、雑木林が少な

くなつてきたことで現在では生

息地が激減

最も大きなタテハチョウの仲間で日本の国蝶 (こく

ちょう)です。自然豊かな里山の雑木林に生息し幼虫

はエノキの葉を食べて育ちます。7月 上旬から羽化し、森林

周辺を風に乗つて飛び回つたり、クヌギやコナラの樹液に集まつたり

します。

アブラゼミ
畿青磯 :カメムシロセミ科

難夫ささ .雄約55mm、 雌約

63mm
艤●■ .北海道～九州

東日本の代表的なセミです。「ジリジリジリ」と油が煮

立つたような声で鳴くことが名前の由来です。町の公園にもたくさん

います。セミが多い公園が近くにあったら羽化を観察してみましょう。

羽化のピークとなる7月 下旬～8月 上旬にかけての、夜の8時ごろが

羽化観察の見頃です。

ゲンジボタル

鰺分類 :コ ウチュウロホタル

科

議大きさ :雄約20mm、雌約

15mm
鬱分布 i本州～九州

代表的なホタルの一種です。幼虫時代はカワニナとい

う巻き員を食べて育ち、成虫になると水しか飲みません。寿命は2週

間ほどです。6月 上旬が発生期ですから、発生地の情報を調べて光

る様子を見に行きましよう。仲間で小型のヘイケボタルもいます。里

山の水田でも発生し、6月下旬から7月 が発生のピークです。

_ヽ

トノサマバッタ
艤分類 :バッタロバッタ科

艤大きさ(翅端含む):雄 35～

40mm、 雌45～65mm
磯分奪 :日本全土

代表的な大型のバッタです。河原など、草がまばらに

生えたような乾いた環境を好みます。ススキなどのイネ科植物を好ん

で食べます。初夏から秋にかけて、平地では1年に2回くらい発生しま

す。足下から飛び立つた姿を追い掛けて近づき、網をかぶせて捕まえ

ます。

ノコギリクワガタ
鶴分類 :コ ウチュウロクワガ

タムシ科

。大きさ :雄35～ 70mm、 雌

30^ツ35mrrl

O分布 :北海道～九州

平地から山地の雑木林にいる代表的な大型種です。

幼虫は立ち枯れた腐つた木の根の部分を食べて育ちます。成虫は前

年の夏に羽化して越冬後の6月に地上に現れて活動を始めます。ク

ヌギやコナラの樹液に集まりますが、川沿いのヤナギ類にも集まりま

す。木を揺すつて落として捕まえます。

今回輩窺 てもあった鋼議・|:1:II:ll::|:l:::|:|::l:ll:I:1::::!II

⑮巡袂釉贔鰊蟷
昆虫をテーマにした体験型教育施設。

45haの敷地に雑木林や田畑、小川などの

里山を再現し、昆虫たちの生態を観察でき

ます。各種体験プログラムや四季折々の

企画イベントも開催しています。

http://www.giw.preigunma.jp/

群馬県桐生市新里町鶴ヶ谷460-1 電話:0277-74-6441

開園時間:9:30～ 16:00(入園は閉園の30分前まで)

入園料:一般410円 、大学生。高校生200円 、中学生以下無料

休園:月 曜日(祝日開園。翌火曜日休み、臨時体園あり)

::薔 il::l[:I:I薔 ::I:itil::11111:::::ll::l!書 |`1,11:l;11111:ili薔 Ii:lilill:I:::ll::l::!::11!!:11薔 1:!:::l::ll::l[1::ll::IIl::11'1::l:lI]:l11111:

※春体み・ゴールデンウイーク・夏休みなどは定休日でも開園する場合があります。開園カレンダーでご確認ください。

※新型コロナウイルスの影響により開園時間などを変更する場合があります。

【全体運】勢いがあり大きな進展が期待できます。温めてきたプランを実行に移しましょう。新しいものにもツキあり
【健康運】食べ過ぎに気を付けて。腹も身の内です
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴーヤー

苺||:|||:||111111111111111::|||11111illlll‐ ‐‐
|||||1111‐

‐
|||1苺

1111111111111‐

|:|111‐| ‐‐|:|‐ 1111t‐ 1111111111‐ 111111=‐

‐‐~~｀ ~~ ~‐
‐鐵苺
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丁
寧
な
作
業
の
繰
り
返
し
で

鮮
度
や
旨
味
な
ど
品
質
確
保
を
し
て
い
ま
す

鎌
ヶ
谷
市
佐
津
間

い
　
し

　

い

　

　

し

ゅ

う

い

ち

石
Ｈ
」汗
一
表
乃
一
さ
ん

（３７
歳
）

売
り
負
け
し
な

い
よ
う
に

「
一
手
間
」
を
惜
し
ま
な

い

就
農
し
て
１７
年
ほ
ど
。
県
立
流
山
高
校
の
園
芸
科
、
千
葉
大

園
芸
別
科
を
経
て
、
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

作
る
主
な
野
菜
は
、
ダ
イ

コ
ン
。
白
ネ
ギ

。
あ
じ
さ
い
ね
ぎ

・

カ
ブ
な
ど
で
す
。

年
間
の
作
付
面
積
は
２
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
作
業
は
、
妻
と
両

親
の
４
人
で
行
い
ま
す
ｃ

販
売
方
法
は
、
市
場
出
荷
が
主
で
、
市

内
食
品
ス
ー
パ
ー
に
も
卸
し
て
い
ま
す
。

生
産

。
出
荷
の
ロ
ス
を
い
か
に
無
く
す

か
を
最
近
の
重
要
な
テ
ー

マ
と
し
て
、
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
同
業
の
生
産
者
や
市
場

関
係
者
と
の
情
報
交
換
、
ネ

ッ
ト
や
農
業

新
間
で
使
え
そ
う
な
記
事
を
見

つ
け
た
ら

実
践
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
の
嗜
好
の
変
化
に
対
応

し
た
品
種
を
選
択
す
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
ｃし

か
し
、
天
候
が
読
め
な
い
事
も
あ
り
、

最
近
は
苦
労
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

品
質
管
理
で
大
切
な
事
は
、
適
期
の
病

害
虫
防
除
で
す
。
被
害
は
、
大
き
く
な
る

前
の
早
期
に
対
処
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
々
の
圃
場
の
観
察
は
地

味
で
す
が
、
と

つ
て
も
大
切
な
作
業
で
す
。

仕
事
を
や

っ
て
い
て
達
成
感
を
感
じ
る

時
は
、
収
穫
の
直
前
で
す
。

自
分
が
想
い
描
い
た
よ
う
に
、
理
想
的

な
野
菜
が
出
来
た
時
は
満
足
感
を
得
ら
れ

ま
す
。

今
後
の
目
標
は
、
今
ま
で
以
上
に
売
上

を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

計
画
な
生
産
か
ら
出
荷
ま
で
の
サ
イ
ク

ル
を
好
循
環
で
回
し
て
い
く
こ
と
が
そ
う

し
た
結
果
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
収
入
と
経
営

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
今
の
や
り
方
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲圃場のネギに病害虫の発
生がないか確認3

【全体運】ひつくりするほど忙しくなる可能'畦 が,自分のことを侵先し追ぎるのは危険_人のための行動で救われます
健 康連】オープヽ―ワークに注意.体養も忘れずに
【幸運を呼ぶ食へ物】サヤインケン

▲出荷用の不ギを調製する石井さん。

▲ 自宅に隣接するネギ畑.

軒先でも野菜を直売するc

|■ :

_.・ |・

獅子座 7/23～8/22



「バイク」に乗って街中、山や海などいろんな場所へ

っ さ み   し ん じ

宇佐美 信治 さん (44歳 流山市鰭ケ崎)

小
さ
い
時
か
ら
、
車
や
バ
イ
ク
と
い
っ

た
乗
り
物
系
、
機
械
類
が
大
好
き
。

１６
歳

の
高
校
生
の
時
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
先
輩
の
勧
め
で
、
バ
イ

ク
に
は
ま
り
ま
し
た
。

免
許
も
段
階
的
に
取
得
し
て
、
原
付
か

ら
、
中
型
免
許
、
大
型
と
取
得
し
ま
し
た
。

バ
イ
ク
を
整
備
し
た
り
、
ツ
ー
リ
ン
グ

に
行
っ
た
り
す
る
の
は
、
主
に
休
日
で
す
。

ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
く
の
は
、
親
戚
や
親
し

い
友
人
な
ど
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
は
、
日
帰
り
で
、
栃
木

や
福
島
方
面
な
ど
に
行
っ
て
ま
し
た
。
４

月
か
ら
１０
月
ぐ
ら
い
が
ツ
ー
リ
ン
グ
に
は

最
適
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
島
の
小
名
浜
の
沿
岸
を
走
り
、
昼
食

で
食
べ
た

「海
鮮
定
食
」
は
本
当
に

美
味
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

ロ
ー
ド

（山
道
な
ど
曲
が
り
く
ね

っ
た
道
）

を
軽
快
に
攻
め
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

日
光
の
い
ろ
は
坂
の
、
曲
が
り
く
ね

り
な
ん
か
は
最
高
で
す
。

バ
イ
ク
で
走
る
魅
力
は
、
体
が
む

き
出
し
の
た
め
、
天
候
や
季
節
を
直

に
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
む
ろ
ん
安
全
運
転
あ

っ
て
の
話

で
す
が
…
…
。

バ
イ
ク
で
た
だ
単
に
走
る
だ
け
で

は
な
く
て
、
バ
イ
ク
用
の
イ
ン
カ
ム

で
、
走
り
な
が
ら
仲
間
と
通
話
し
た

り
、
音
楽
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
に

も
は
ま

っ
て
い
ま
す
。

私
の
愛
車
は
、
ヤ
マ
ハ
の
Ｘ
Ｊ
Ｒ

ｌ
３
０
０
。
時
間
の
あ
る
時
に
整
備

し
て
い
ま
す
。
以
前
働
い
て
い
た
仕

事
の
関
係
で
、
自
動
車
整
備
士
の
資

格
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
い
ろ
ん
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
自
分
で
行

っ
て
い

ま
す
。

ホ
ン
ダ
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
グ
に
も
興
味

が
あ

っ
て
、
い
つ
か
乗

っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
趣
味
の
世
界
と
し
て
、

バ
イ
ク
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【全体運】運勢はまずまずですが心の内は穏やかではなさそう。愚痴は控えめに、うわさ話には加わらないように。状況が好転

【健康運】足の爪のケアを念入りに。ゆっくり歩いて

【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ0磯靡隋~乙
女座 8/23～9/22

「疾走する爽快感が気持ち良い」

し

し



あ
ぐ
り
情
報

営
農
生
活
課
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【水
稲
情
報
】

～
稲
刈
り

・
乾
燥
ま
で
の
管
理
～

７
月
に
入
り
、
そ
ろ
そ
ろ
稲
も
出
穂

期
に
入
る
頃
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
か
ら
稲
刈
り

ｏ
乾
燥
ま

で
の
管
理
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
昨
年
の
７
月
は
…

昨
年
は
、
梅
雨
が
長
く
続
き
、
６
月

下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
低
温

・

曇
天
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
出

穂
も
遅
れ
、
卓
丈
の
み
が
ダ
ラ
ダ
ラ
と

伸
び
て
い
た
印
象
で
し
た
。

○
今
年
の
夏
の
天
候

。
気
温

今
年
の
夏
は
、
高
気
圧
が
全
国
的
に

広
が
り
、
７
月
～
９
月
の
気
温
は
、
広

範
囲
で
平
年
並
か
平
年
よ
り
や
や
高
く
、

全
国
的
に
暑
い
夏
に
な
り
そ
う
で
す
。

特
に
関
東
は
平
年
よ
り
気
温
が
や
や
高

く
な
る
傾
向
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
猛
暑
目
が
続
く
お
そ
れ
が
あ

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
温
が
続

く
と
、
乳
白
米
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。

乳
白
米
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
出

穂
か
ら
１４
日
間
は
潅
水
管
理
を
し
っ
か

り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
出
穂
２５
日
後
ま
で
は
間
断

か
ん
が
い
に
し
て
、
徐
々
に
田
面
を
固

め
、
収
穫
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
排
水
不

良
田
で
は
、
出
穂
２５
日
後
に
田
面
が
露

出
す
る
よ
う
、
出
穂
２０
日
後
頃
を
目
途

に
落
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
早

期
落
水
は
品
質
低
下
を
招
く
原
因
と
な

り
ま
す
。
ほ
場
毎
に
適
切
な
水
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
出
穂
期
の
予
想

管
内
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る

「ふ

さ
こ
が
ね
」
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
出
穂

期
の
予
測
は
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

５
月
に
植
え
付
け
を
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ

は
穂
肥
の
時
期
に
入
り
ま
す
。
生
育
に

応
じ
て
適
期
に
穂
肥
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

○
イ
ネ
害
虫
の
防
除

昨
年
は
カ
メ
ム
シ
の
発
生
が
全
国
的

に
多
く
、
吸
汁
の
被
害
を
受
け
た
米
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
も
引

き
続
き
注
意
し
、
発
生
が
見
ら
れ
た
場

合
は
早
期
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

大
型
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除
適
期
は
、

成
虫
飛
来
期
の
穂
揃
期
と
幼
虫
発
生
初

期
の
出
穂
１５
日
頃
で
す
。
穂
揃
期
頃
に

防
除
を
実
施
し
た
ほ
場
に
お
い
て
も
、

そ
の
後
、
出
穂
７
日
後
か
ら
１４
日
後
頃

の
乳
熟
期
に
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
が
多

く
見
ら
れ
た
場
合
は
、
農
薬
の
収
穫
前

使
用
日
数
、
使
用
回
数
に
注
意
し
、
追

加
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
周
辺
よ
り
出
穂
の
早
い
水
田
や
、

特
に
遅
い
水
田
で
は
集
中
的
に
加
害
さ

れ
や
す
い
た
め
、
主
食
用
米

・
飼
料
用

米
い
ず
れ
も
発
生
に
応
じ
た
防
除
が
必

要
で
す
。
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除

薬
剤
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
通
り
で
す
。

し

し

【全体運】注目度がアップし、いろいろなところに引つ張り出されそう。責任感を発揮して。大きな飛躍が望めます
【健康運】活動的に過こせる好調期.体力つくりにツキ
【幸運を呼ぶ食べ物】スモモ

整    粒

白 未 熟 粒

=t自
避 心白粒 腹白粒 薄白粒 塁都未熟粒

自色不透明部分の大きさが一定以上のものが自未熟粒とされます

品種 植付時期 出穂期

ふさこがね 4月 20日 7月 11日

コシヒカリ

日∩
ｖ

９
″

月′
４

5月 1日
5月 10日

7月 19日

7月 29日

8月 2日
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収穫前使用 日数 薬   剤   名

収穫 7日 前まで

エルサン粉剤 3DL、 エルサンバッサ粉剤20DL、 トレボン

粉剤DL、 スタークル (ア ルバリン)顆粒水溶剤、 スター

クル (ア ルバリン)粉剤DL、 ダントツ水溶剤、 ダントツ

粉剤DL

収穫14日 前まで

収穫21日 前まで

MR.ジ ョーカーEW、 キラップフロアブル、キラップ粉剤

DL、 トレボンMC、 ベス トガー ド粉剤DL

スミチオン乳剤、スミチオン粉剤3DL、 アクタラフロア

ブル

▲イネを吸汁する主なカメムンたち

千
葉
県
内
で
は
、
近
年
、
県
南
か
ら
県

中
央
部
に
か
け
て
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

と
異
な
り
、
茎
葉
を
吸
汁
す
る
イ
ネ
ク

ロ
カ
メ
ム
シ
の
発
生
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
加
害
さ
れ
る
と
葉
先
が
黄
変
、
捻

転
し
、
分
け
つ
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

防
除
薬
剤
と
し
て
は
エ
ル
サ
ン
・
ス

タ
ー
ク
ル

・
ス
ミ
チ
オ
ン

。
Ｍ
Ｒ
ジ
ョ

ー
カ
ー
が
ご
ざ
い
ま
す
。
株
元
に
生
息

し
て
い
る
の
で
薬
剤
が
か
か
り
に
く
い

の
で
丁
寧
な
散
布
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
適
期
収
穫

収
穫
期
の
目
安
は
、
出
穂
期

（全
穂
数

の
４０
～
５０
％
が
出
穂
し
た
日
）
か
ら
「
ふ

さ
こ
が
ね
」
で
３７
日
前
後
、
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
で
３８
日
前
後
で
す
。
早
刈
り
で
は

青
未
熟
粒
、
刈
り
遅
れ
で
は
胴
割
米
等

が
発
生
し
、
品
質

。
食
味
を
低
下
さ
せ

ま
す
。

○
乾
燥
作
業

高
温
に
よ
る
急
速
な
乾
燥
や
過
乾
燥

等
は
胴
割
れ
米
を
発
生
さ
せ
、
品
質

・

食
味
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
仕
上
げ
水
分

は

１４
．

５
～

１５
．

０

％

と

し

ま

し

ょ
う

。

ま
た
、
乾
燥
終
了
直
後
の
、
籾
の
温
度

が
高
い
状
態
で
籾
す
り
を
行
う
と
、
肌

ず
れ
米
や
胴
割
米
を
生
じ
る
の
で
、
十

分
に
放
冷
し
、
温
度
を
下
げ
て
か
ら
行

い
ユよ
―
）
ょ
つゝ
。

※
農
薬
使
用
上
の
注
意

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
容
器
な
ど
に
記

載
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
の
内
容
に
従

っ
て
正

し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
農
薬
系
統
の

使
用
回
数
に
注
意
し
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
防
除
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▲イネクロカメムン成虫

【全体運】苦労が報われます。やるべきこともはつきり見えてくるはず。つらい決断でも迷ゎず雨進を,自分を褒めてあげて
【健康運】無理は禁物.ア 一ヽブティーでリランクス
【幸運を呼ぶ食べ物】トワガン

▲イネクロカメムンの被害葉
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マ
ン

し
ま
し
た
。
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１

，

一
丁

――

熱 果
心 や 児
に 年 童
メ 間 は
モ の

｀

を 栽 J
取 培 A
つ 作 職
た 業 員
り な や
質 ど 生
間 の 産
し 説 者
て 明 か
い を ら
志 受 梨
じ け の
た

｀
摘

｀ヽレ

５
月
１４
日
、

業
を
行
い
ま
し
た
。
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_111

¬十二

Eコ  =ヨ
Й 軍

盛
期
追
る

質

向

上

に
向

け
講

習

会‐

５
月
１４
日
、
梨
の
新

参
加
し
ま
し

し
た
り
、
除
去
す
る
こ
と
で
、

促
す
栽
培
技
術
で
す
。

一
「〓

ｒ
ｌ‐
Ｌ

I■■1_|

当

Ｊ
Ａ

店
で
令
和

説
明

区
ベ

向
・ぐ

| !i~~~~:

111~~~i

l■
1==1

| | ||_

［お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー
］

″線

香

花

火
″

朝
晩
中
心
に
夏
に
陰
り
が
見
え
て
き
ま

す
。
盛
夏
と
呼
べ
る
期
間
は
だ
い
た
い

２
～
３
週
間
と
、
日
本
の
夏
は
短
い
も

の
で
す
。

真
夏
の
夜
に
静
か
に
線
香
花
火
を
楽

し
む
の
も
良
い
で
す
ね
。
線
香
花
火
は

火
花
の
散
り
方
が
四
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
初
め
は

「牡
丹

（ぼ

た
ん
）
」
。
牡
丹
が
咲
き
誇
る
よ
う
に
火

花
が
力
強
く
飛
び
出
し
ま
す
。
次
は
「松

葉
」
。
激
し
く
直
線
的
に
火
花
が
飛
び
出

す
さ
ま
が
松
の
葉
に
例
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
火
花
の
勢
い
が
弱
ま
る
と
、
「柳
」

の
葉
の
よ
う
に
し
な
だ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
最
後
は
菊
の
花
び
ら
が
散
る

よ
う
に
火
花
が
落
ち
る

「散
り
菊
」
で

す
。
線
香
花
火
は
春
か
ら
秋

へ
の
歩
み

を
表
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
最
後

は
燃
え
尽
き
る
ま
で
長
く
余
韻
を
残
し

ま
す
。

線
香
花
火
を
見
な
が
ら
、
季
節
の
移

ろ
い
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

気
象
予
報
士
（株
式
会
宍

レ
ン
ク
ス
）
●

檜

山

靖

洋

梅
雨
が
明
け
る

と
夏
本
番
で
す
。

例
年
７
月
後
半
に

梅
雨
明
け
の
地
域

が
多
く
な
り
ま
す
。

お
盆
を
過
ぎ
る
と

【全体運】大事な話から始めま

【健康運】古傷が痛まないよう

【幸運を呼ぶ食べ物】ホタテ

しょう。計画もやり残
しうかリケアを。検診

山羊座 12/22～

松
戸
市
梨
研
究
会
は
５
月
１３
日
、
梨
の
新
梢

管
理
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

１８

人
、
午
後
は
１４
人
が
参
加
し
意
し
た
。

梨
の
新
梢
管
理
は
、
新
梢

（新
し
く
出

「1二三■

鎌
ヶ
谷
市
梨
業
組
合
は

梢
管
理
講
習
会
を
開
き
、

た
。

ヽ_

提

出

じ
志
し
た
。
一

当
Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
が
、
令
和
２
年
度
事
業
報

告
及
び
貸
借
対
照
表

・
損
益
計
算
書

・
剰
余
金

処
分
案
、
「
不
断
の
自
己
改
革
」
取
組
宣
言
、
令

和
３
年
度
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て
説
明

し
志
し
た
。
説
明
後
、
質
疑
応
答
が
あ
り
訣
じ

た
。■
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

―
テ
ー
シ
∃
ン
」
を
設

日
|ま

ノl、、
本

新
川
各
支
店
で
開
き
ま

卜‐■

とを想定して優先順位に気を配って。1堅実プランで開運ヘ
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170%

身近なリスク

―

身近な生活習慣病のリスクに備える保障

―

実施期間 :2021.4」 ～2021.9.30(本 申込受付案件)
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銅 軒 0‐
`0哺

綸 鰤
=1下

強 利ぬ 藤 南

JA茎2上バンクのお壺込塾
と併せて次の (1)～ (2)の項目をいずれか1つ以上お取31される方

(1)当 JAへの給与振込指定e額)

(2)JAカ ード

鏑炒hJAとうかつ中央本店融資課
TEL047-361-2257   FAX047-308-1116

^_  :Ψ

梗豊以外の心 n雪 籠 1208岬 競
|て

入院をされたとき り
謙 を受1,ら れたとさ

脳卒■以外の脳血管観   208以 上整続して入院をされたとき 曙 ,手
術を受【,られたとき

1聰 尿森      イレスリン泊源をあ脩 it轟 しl受 |::れ たとき

痛¬
1蛋 |
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 1慣 性じん不全

聯 珊 1珈 趙醜 1揮勁仄 [瓢善:聯

./xJa*;*くらしの保障、相談するなら

「年金無料相談会」開催日程

年金についての、疑問や質問に年金専門家の

社会保険労務士がご相談を承ります。

7 a 6 ntxt
五香六実・鎌 ヶ谷・小金 各支店

7 a7 s(zr)
南流山 支店

*開催時間 :

9時～15時

◎詳 しくは

開催支店窓日に

ご確認ください。

口庭難設月の雪々月の月1末 時点
=で

に、

下記の条件を満たし、W麺 8か らご応募いただいたお客さま
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詳しくは、お近くのJA窓 口にお問い合わせください。
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【全体運】計画性を発揮して.具体日]な プランを提案できれば勝利の女神はあなたにはほ笑みます.周囲の力を借りるのも●
腱 康運】規則正しい生活で心身も連気も安定へ

【幸運を]手ぶ食べ物】ハスカタブ

_■ ■ :::■

|=:.:●

Ａ
■
■
■
■
■
▼

1:%
年▲ 1。 95%
[店頭金利 年 2.475%]

保 証 料 除 <

年

0
年▲2.40%皓頭金利年3∞%]

90年

|
%

年

0 %

△競3躍闇1菫せん。

通じてそれぞれ1回 、最大で4回
共済金を受け取れます。

継続的な治療 に

備えることができます。

三人疾病をはじめ、生活習慣

が原因で発症する疾病等を
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口座開設した方



下記の通り人事異動を発令しました。

令和3年5月 24日

<異動>
審査部次長 (旧任審査部次長兼審査課課長 )

小林 篤文 審査部審査課課長 (旧任稔台支店支店長 )

常盤平支店副支店長 (旧任稔台支店副支店長)

足立 光俊 鎌ケ谷支店副支店長 (旧任監査部監査課課長補佐 )

篠原 賢二 監査部監査課係長 (旧任稔台支店係長 )

金融部貯金為替課係長 (旧任常盤平支店係長)

齊藤 哲也 営農経済部農業振興課係長 (旧任稔台支店係長 )

菊池 智子  1 常盤平支店主任 (旧任稔台支店主任)

冨田 拓紀

大野 峻矢

山木 貴美緒

寺内 和美

西村 尚子

深山 さくら 常盤平支店 [見習](旧任稔台支店 [見習])

7月 の相 談 日 (要予約)
JA共 済 の 地 域 貢 献 活 動

顧問弁護士、顧問税理士等が

ご相談を承ります。

お気軽にご相談ください。

,去律オロ談   税務本E談

9日 (金)本店 12日 (月 )資産管理課
(八本事務所)

21日 (水)本店 16日 (金)本店

相談時間 :午前中のみ、本店は9:00よ り

資産管理課(八本事務所)は 10:00よ り

お一人様30分間

受付期限 :相談日の3日前まで

☆ご予約は各開催場所へご連絡願います。

本目 言炎 課 (本庭∋     ■L047(361)2206

資産管i王里言果(八木事務所)L04(7157)6330

当JAは このたび、JA共済連「地域・農業活

性化積立金」を活用 して、新型コロナウイル

ス感染症予防対策用として、アクリルパーテ

ーション (400枚 )を本支店に導入 しました。

新型コロナ対策として令和 3年度通常総代

会事前説明会でも活用されました。

今後も様々な会議でも使用 していきます。

【全体運】好調運に恵まれます。感謝の気持ちを示せば好循環が加速て,ビジネスもプライベー トも遊び心を発揮しましょう

【健康運】初めてのスポーツは専門家の指導の下で

【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ

金子 滝二

原品 美代子

常盤平支店 (旧任稔台支店)

常盤平支店 (旧任稔台支店 )

馬橋支店 (旧任稔台支店 )

小金支店 (旧任鎌ヶ谷支店 )

新川支店 (旧任稔台支店)
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今月は、常盤平支店管内から

中野さんご―家を紹介 します。

Q.初音さんの紹介

A 初音さんは小学 5年生。

ご自宅では、読書やテレビゲームをして遊ぶことが好きです。

Q.学校でのこと。

A 学校で一番好きな教科は、「理科」c毘虫などの生物、自然の

草花に興味があるそうです。 4月下旬に、全校の徒歩遠足で、

「21世紀の森と広場」へ行きました。森の中を探検して、自

然の中での学習は楽しかったと話していました。

Q.将来の夢は
'

A 農業に関わる仕事がしたいそうです。家族の畑仕事を手伝う

こともあり、好きな野菜は、枝豆 ・そら豆 ダイヨンなどで

す。野菜の品種改良にも興味があり、勉強していきたいと話

していました。

Q.最近の家族エピソード

A コロナで外出が以前より少なく・dり ましたが、写族での会話

の時間が増えたことが良かつたとこ界族は話されていました。

自宅で、バーベキュー 料理 お菓子作りといつた家族でコ

ミュニケーションが取れたのが良かつたようですc∃ ロナが

収まつたら、温泉や電車に乗ったり、旅行に行つてみたいそ

うです。初音さんはまだまだ体験したいことが、いっはいあ

るそうです。

Q.ご両親から初音さんへのメッセージ

A 「自分の主張をしっかりと持ち、間違えた時は、認めて謝る

こと」「人として、素直で品格のある大人になって欲しい」と

いったコメントをいただきました。
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松戸市金ケ作

中野

お母さん

祖父

祖母

初音さん (11)
|=tつ ね

やすよ

たつお

保世さん

達雄さん
よ しえ

芳江さん

ストップ !

「農作業事故」
人間工学専門家●石川文武

今回は、死亡者を男女別に見た分析 と、年齢構成について解説 します。

昭和の時代は、男性労働力が農村以外に進出し、農業地域では、女性のオペレーター集団が担ってい

たことがあり、その頃は、機械作業に関わる女性の死亡もかな り見 られ、男性80%、 女性20%の割合が

続いていました。他産業に従事 していた男性が定年などで帰農するようになってか らは、機械作業に従

事する女性が少な くな り、平成以降では男性85%、 女性15%と なっています。1995年以降のデータを調
べると、女性の死亡件数最多が72件 (1995年 )、 最少が38件 (2017年 )、 割合で最高が18。 1%(1995年 )、 最

低が11・ 8%(2003年)です。2000年 から2004年 の10万人当た りの死亡者数を見 ると、男性は約25人程度

で変化は少ないですが、女性は約4人から約6人へ と増加 しています。女性の死亡原因は、補助的作業に

従事 している場合が多 く、稲収穫時に、後退 してきたコンバインにひかれるとか、果樹園で脚立作業時

の転落などが多 く見 られます。最近は、熱中症で亡 くなる事

例が増えています。作業場の近 くにトイレがないなどのため

水分補給を控え、結果として熱中症にかかっています。近 く

にトイレを設置するなどの対策をし、水分補給も頻繁に行え

るような習慣にすると良いでしょう。

ご存じのように、農業者が高齢化しています。1976年 には

60歳以上層が約30%であったのに対し、2000年 には50%を 突

破 し、2013年 以降は約90%と なっています。日本の農業生産

の多 くを高歯]合者が担つている現実は認めざるを得ませんが、

その一方で安全教育が行き届いていないことも現実で、今後

の対策 と実践が必要です。
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図 年齢階層別死亡割合の推移
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